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担当教員

授業概要

注意点

種別 割合
試験・課題 100%
小テスト 0%
レポート 0%

成果発表
（口頭・実技） 0%
平常点 0%

回
１回
２回
３回
４回
５回

６回

７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

医学史 （日本史） 国家試験に必要な医学史に必要な基礎項目を学ぶ
まとめ 足りない部分を補い、理解度の精度を高める

医学史 （⻄洋史） 国家試験に必要な医学史に必要な基礎項目を学ぶ
医学史 （中国史） 国家試験に必要な医学史に必要な基礎項目を学ぶ

研究論文と統計処理の基礎 自身の研鑽に必要な論文読解に必要な基礎知識を理解し、研究論文が読めるようにする
医学史 （世界と日本） 国家試験に必要な医学史に必要な基礎項目を学ぶ

医療者の倫理 実際に鍼灸師が直面する事例を紹介し、現場で遭遇する問題の解決事例などを学ぶ
コッホの三原則と科学的考え方 根拠のある医療施術のために必要な、科学的理論構成の方法論を学ぶ

患者の権利宣言から学ぶインフォー
ムドコンセント

医療側と患者側の良好な関係性を保つための手段として、患者に対する説明責任の重要性を理解する

医学の進歩とバイオエシックス 現代科学の進歩に伴って生じてくる、新たな生命倫理の存在を理解する

人間の尊厳と医療の限界 命の重さと人間としての尊厳という2つの視点で医療現場における多様性を実感させる
安楽死と尊厳死について 命の重さと人間としての尊厳という2つの視点で医療現場における多様性を実感させる

「倫理」とは何か 医の倫理 「倫理」とは何かを理解したうえで、医療の現場で求められる高度な倫理観の存在を理解する

ヒポクラテスの誓いと現代の倫理 医の倫理の原点となるヒポクラテスの誓いを読み解き、現代における医の倫理を考える

授業計画（１回〜１５回） 
授業内容 各回の到達目標

医療概論では何を学ぶか 医療分野で活躍するために必要なことにどのような事案があるのかを理解する

教育方法等
 「倫理とは何か」というテーマからの入り口として、普段の生活におけるコミュニケーションの方法を見直し、普段より起こって
いる生活での問題点や社会的問題を解決してきた先人の知恵を確認する。更に、医療現場に限って見られるような「生命」や「人
生」に関する価値観を問題提起し、現実に直面するだろう患者とのやり取りの際に必要な考え方を提供する。

 授業日数の4分の3以上出席しない者は定期試験を受験することができない。講義時間に無連絡で20分以上遅れた場合、受講
はできるが出席の扱いをしない。明確な理由が無い早退は出席したとは認めない場合がある。
課題は、本科の規則に従った形式で提出する。特定の指示が有る場合を除いて、手書きでの作成を原則とする。

評
価
方
法

備　　考

期末試験

学習目的
 学生が医療従事者としての倫理観、医療の歴史から現代の医療制度までを理解することを目的とする。医療の現場では、一般社会以上に
倫理観が求められる。また。法的規制も多く法を遵守する心の在りようから学ぶ必要がある。医療に関する社会の制度を知ることも重要な
点であると供に、そのような制度が構築されてきた歴史的な背景を知ることで医療人としての素養を育てることになる。

到達目標
 医療人としての適切な倫理観と社会における医療の役割を総合的に理解する。倫理に関する基礎知識を理解し、そのうえで医療者の在る
べき倫理観を学ぶ。医療上の問題点をどのように解釈していくかの方向性を理解する。医学史を学ぶことで、現在の医療の成り立ちを理解
し、更には今後の変化に対応する考え方を構築する考え方を獲得する。

担当教員情報
宇南山 伸 実務経験の有無・職種 有・鍼灸師

東洋療法学校協会 指定教科書

鍼灸科 前期
1年次 必修 30時間

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） 医療概論
科目基礎情報

2単位 講義


